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隣
接
法
律
専
門
職
種
の
訴
訟
代
理
権
に
関
す
る
質
問
主
意
書

司
法
制
度
改
革
の
一
環
と
し
て
、
司
法
書
士
な
ど
隣
接
法
律
専
門
職
種
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
範
囲
で
の
訴
訟
代
理
権
が
付

与
さ
れ
た
ほ
か
、
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
関
連
法
制
の
整
備
も
な
さ
れ
、
社
会
保
険
労
務
士
や
土

地
家
屋
調
査
士
に
は
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
に
お
け
る
代
理
業
務
を
行
う
こ
と
も
可
能
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
隣
接
法
律
専
門

職
種
に
関
し
て
は
、
そ
の
専
門
的
知
見
が
十
分
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
迅
速
な
紛
争
解
決
を
図
る
た
め
の
国
民
に
身
近

な
法
律
家
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
お
り
、
訴
訟
代
理
権
の
拡
充
が
一
つ
の
方
策
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

司
法
書
士
に
つ
い
て
は
、
簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
事
物
管
轄
が
訴
額
百
四
十
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
訴
訟
代
理
人
に
な
れ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
司
法
書
士
が
訴
訟
代
理
を
引
き
受
け
た
事
件
が
、
当
初
は
訴
額
百
四
十
万
円
以
下
と
見
込
ま
れ
た
も

の
が
、
事
件
処
理
を
進
め
る
過
程
に
お
い
て
百
四
十
万
円
を
超
え
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
、
司
法
書
士
は
訴
訟
代
理
を
行
う
こ

と
は
で
き
ず
、
依
頼
人
は
新
た
に
弁
護
士
に
再
依
頼
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
司
法
書
士
の
行
っ
た
事
件
の
判
決
に
対
し
相

手
方
が
上
訴
し
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
司
法
書
士
は
当
該
事
件
の
控
訴
審
に
つ
い
て
代
理
権
は
な
い
。
依
頼
者
に
す
れ
ば
、
依

頼
し
た
事
案
に
つ
い
て
の
最
終
的
な
解
決
ま
で
を
望
む
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
右
の
よ
う
な
途
中
で
依
頼
業
務
を
投
げ
出
さ
れ

る
よ
う
な
制
度
は
そ
も
そ
も
制
度
自
体
に
問
題
が
あ
り
、
隣
接
法
律
専
門
職
種
の
活
用
を
目
的
と
し
た
司
法
制
度
改
革
の
趣
旨
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に
も
反
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
日
付
け
内
閣
衆
質
一
七
五
第
四
九
号
答
弁
書
に
お
い
て
、
「
新
た
に
認
め
ら
れ
た
業

務
に
つ
い
て
の
司
法
書
士
の
実
績
を
な
お
見
極
め
つ
つ
、
そ
の
必
要
性
の
有
無
を
含
め
、
国
民
の
権
利
擁
護
及
び
利
便
性
の

観
点
か
ら
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
司
法
書
士
に
よ
る
訴
訟
代
理
制
度
の
導
入

か
ら
十
年
が
経
過
し
、
司
法
書
士
に
よ
る
訴
訟
代
理
の
事
件
は
あ
る
程
度
蓄
積
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
司
法
書
士

に
つ
い
て
は
、
認
定
司
法
書
士
が
訴
訟
目
的
と
な
る
物
の
価
額
が
百
四
十
万
円
を
超
え
な
い
請
求
事
件
（
少
額
事
件
）
に
代

理
権
は
限
ら
れ
、
ま
た
、
少
額
事
件
で
あ
っ
て
も
上
訴
審
の
提
起
、
再
審
、
強
制
執
行
に
つ
い
て
代
理
は
で
き
ず
、
そ
の
代

理
権
の
範
囲
は
非
常
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。
依
頼
人
の
利
便
性
に
鑑
み
て
、
こ
う
し
た
制
限
は
緩
和
す
べ
き
と
考
え
る
が
政

府
の
見
解
如
何
。

二

一
と
同
様
に
、
認
定
土
地
家
屋
調
査
士
に
つ
い
て
は
、
土
地
の
筆
界
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
を
原
因
と
す
る
民
事
紛
争
に

係
る
民
間
紛
争
解
決
手
続
で
あ
っ
て
弁
護
士
と
の
共
同
受
任
を
条
件
に
非
常
に
限
定
的
な
訴
訟
代
理
権
が
付
与
さ
れ
て
お

り
、
他
方
、
社
会
保
険
労
務
士
に
つ
い
て
は
、
特
定
社
会
保
険
労
務
士
に
つ
い
て
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
へ
の
代
理
権
は
認

め
ら
れ
な
が
ら
訴
訟
代
理
権
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

二



依
頼
者
の
利
便
性
と
紛
争
解
決
の
効
率
性
か
ら
、
隣
接
法
律
専
門
職
種
に
対
す
る
訴
訟
代
理
権
の
制
限
を
緩
和
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


